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パキスタンの平和、安定、発展をめざして

■
講
演
者
…
…
ア
リ
・
ア
ン
サ
ー
・
ザ
イ
デ
ィ(

駐
日
パ
キ
ス

タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館　

臨
時
代
理
大
使
）

■
パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
ミ
ル
ザ
・
サ
ミ
ー
ル
・
ベ
イ
グ
（
駐
日
パ

キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館　

三
等
書
記
官
）

■
司　

会
…
…
木
村
昌
人
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
非
常
勤
講
師
）

■
使
用
言
語
…
…
英
語

ア
リ
・
ア
ン
サ
ー
・
ザ
イ
デ
ィ
（A

li A
nser Zaidi

）
氏
紹
介

ラ
ホ
ー
ル
大
学
卒
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

専
攻
）、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
外
交
官
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
。

二
〇
〇
七
年
一
月
〜
二
〇
一
〇
年
四
月
パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省
に
て
米

国
、
お
よ
び
イ
ン
ド
を
担
当
。
二
〇
一
〇
年
五
月
〜
二
〇
一
三
年
一
一

月
在
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
勤
務
、
二
〇
一
三
年
七
月
〜

二
〇
一
七
年
七
月
パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省
米
国
課
長
を
経
て
、
二
〇
一
七

年
八
月
〜
現
在
在
日
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館
公
使
。

〈
講
演
要
旨
〉

パ
キ
ス
タ
ン
の
地
理
と
歴
史

本
日
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
て
か
ら
、
パ
キ
ス
タ

ン
が
直
面
す
る
安
全
保
障
や
内
政
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
皆
さ

ん
か
ら
の
質
問
を
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
の
国
家
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
土
面
積
は
八
〇
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
の
二
倍
強
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
人
口
は
約
二
億

八
〇
〇
万
人
で
世
界
第
六
位
で
す
。
首
都
は
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
、
最
大

の
都
市
は
カ
ラ
チ（
都
市
圏
人
口
一
〇
〇
〇
万
人
超
）。
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

が
公
式
言
語
で
す
が
、
英
語
も
公
用
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム

教
が
国
教
と
さ
れ
、
約
九
七
％
の
国
民
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。
ま
た

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
五
日　

開
催

パ
キ
ス
タ
ン
の
平
和
、
安
定
、
発
展
を
め
ざ
し
て

 

ア
リ
・
ア
ン
サ
ー
・
ザ
イ
デ
ィ

 

（
執
筆
＝
木
村
昌
人
）
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民
族
構
成
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
人
五
六
％
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
一

六
％
、
シ
ン
ド
人
一
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
連
の
推
計
に
よ

る
と
、
人
口
が
二
〇
五
〇
年
に
は
三
億
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
部
に
は
世
界
の
屋
根
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
と
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
山
脈
が

連
な
り
、
世
界
で
二
番
目
に
高
い
Ｋ
２（
標
高
八
六
一
一
メ
ー
ト
ル
）と

ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト（
標
高
八
一
二
六
メ
ー
ト
ル
）が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
ス
ラ
イ
マ
ン
山
脈
が
国
の
中
央
を
南
北
に
走
り
、
イ
ン
ダ
ス
川
は

北
部
山
岳
地
帯
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
大
河
は
、

四
大
文
明
の
一
つ
イ
ン
ダ
ス
文
明
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
現
在
も
そ

の
流
域
に
豊
饒
な
平
野
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
と
の
国
境
は

タ
ー
ル
砂
漠
が
、
そ
の
南
に
は
カ
ッ
チ
大
湿
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
春
は
高
温
乾
燥
で
、
六
月
か
ら

九
月
の
夏
は
、
高
温
多
湿
で
モ
ン
ス
ー
ン
の
季
節
で
す
。
一
〇
月
か
ら

一
一
月
の
短
い
秋
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
、
一
二
月
に
入
る
と
冷
涼
で

乾
燥
し
た
冬
と
な
り
二
月
ま
で
続
き
ま
す
。
こ
の
区
分
は
地
域
に
よ
り

異
な
り
、
洪
水
や
干
ば
つ
に
し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
ま
す
。

次
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
一
九
四
七
年
に

誕
生
し
た
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
は
太
古
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

ラ
ー
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ー
近
郊
、
ポ
ト
ハ
ー
郡
、
ソ
ー
ン
谷
で
、
五
〇
万

年
前
の
石
器
時
代
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
ソ
ー
ン
谷

に
は
天
然
石
の
道
具
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
類
の
生
態
が
わ

か
り
、
ソ
ー
ン
文
化
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
赤
・
黄
土
器
時
代
で
は
、

ク
エ
ッ
タ
を
含
む
北
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
ゾ
ー
ブ
文
化
、
シ
ン
ド
州

と
南
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
の
ア
ム
リ
・
ナ
ル
、
ク
リ
文
化
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
史
の
文
化
は
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
発
祥
の
ル
ー

ツ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
文
明
で
最
も
栄
え

た
町
は
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
と
ハ
ラ
ッ
パ
ー
で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
絵
画
、

工
芸
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
地
域
に
は
仏
教
と

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
誕
生
し
、
紀
元
一

アリ・アンサー・ザイディ臨時代理大使
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パキスタンの平和、安定、発展をめざして

世
紀
か
ら
五
世
紀
ま
で
の
五
〇
〇
年
に
現
在
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
付
近
の

ス
ワ
ッ
ト
、
ブ
ネ
ー
ル
、
バ
ジ
ャ
ー
ル
地
域
の
美
術
工
芸
品
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
文
化
の
中
で
も
最
も
貴
重
な
も
の
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
南

ア
ジ
ア
大
陸
へ
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
伝
播
は
、
七
一
一
年
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ビ
ン
・
カ
シ
ム
の
訪
問
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
東
南
ア
ジ
ア
に
ま

で
伝
搬
し
ま
し
た
。

一
七
世
紀
に
な
る
と
、
東
イ
ン
ド
株
式
会
社
を
設
立
し
た
英
国
は
約

一
〇
〇
年
に
わ
た
り
、
経
済
を
中
心
に
様
々
な
分
野
で
南
ア
ジ
ア
に
進

出
し
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ウ
ル
デ
ゥ
ー
語
に
代

わ
り
、
英
語
が
公
式
言
語
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
英
国
の
影
響
は
、

社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
衝
撃
を
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

与
え
ま
し
た
。
一
八
五
七
年
以
降
、
英
国
式
の
訓
練
を
受
け
た
イ
ン
ド

兵
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
独
立
運
動
組
織
の
間
で
何
度
も
戦
い
が
あ
り
、

会場の様子

司会の木村先生
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徐
々
に
南
ア
ジ
ア
で
の
英
国
の
支
配
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ー
・

シ
ェ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
カ
ー
ン（
一
八
一
七
年
―
一
八
八
九
年
）は
、
英

国
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
間
を
取
り
持
ち
、
西
洋
の
教
育
と
知
識
の
受
け

入
れ
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
唯
一
の
道
だ
と

考
え
、
ア
リ
ガ
ル
ー
に
大
学
を
建
て
、
西
洋
教
育
の
受
け
入
れ
を
進
め

ま
し
た
。
二
〇
世
紀
が
始
ま
る
こ
ろ
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
英
国
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
、
独
自
の
政
治
組
織
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
始

め
ま
し
た
。
建
国
の
父
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
・
ジ
ン
ナ
ー
（
一
八
七

六
年
―
一
九
四
八
年
）
が
イ
ス
ラ
ム
協
会
を
率
い
て
、
英
国
支
配
か
ら

の
が
れ
る
た
め
に
ヒ
ン
デ
ュ
ー
教
徒
と
連
携
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ナ
ー
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
数
を
占
め
る
土
地
を
も
じ
り
、
こ
の
地
を
パ
キ
ス

タ
ン
と
名
付
け
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
ま
と
め
て
行
き
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
間
で
パ
キ
ス
タ
ン

建
国
の
構
想
は
よ
り
現
実
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
英
国
政

府
は
、
最
終
的
に
イ
ン
ド
の
分
離
独
立
に
合
意
し
、
最
後
の
イ
ン
ド
総

督
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
は
、
権
限
の
移
譲
の
た
め
の
最
終
的
な
交
渉
を

担
い
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
数
を
占
め
る
二
つ
の
地
域
、
ベ
ン

ガ
ル
と
パ
ン
ジ
ャ
ブ
が
、
そ
の
後
北
西
辺
境
と
ア
ッ
サ
ム
州
シ
ル
ヘ
ッ

ト
が
加
わ
り
、
一
九
四
七
年
八
月
一
四
日
パ
キ
ス
タ
ン
国
が
誕
生
し
ま

し
た
。
一
九
七
〇
年
東
パ
キ
ス
タ
ン
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
分
離

独
立
し
ま
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保
障

パ
キ
ス
タ
ン
は
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
、
中
国
と
接

す
る
南
ア
ジ
ア
の
要
衝
で
す
。
米
ソ
冷
戦
時
代
を
通
じ
て
、
パ
キ
ス
タ

ン
は
米
国
と
中
国
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
と
は
独
立

以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
三
度
戦
火
を
交
え
、
カ
シ
ミ
ー
ル
領
有
権
や

テ
ロ
問
題
で
火
種
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
八
年
に
は
上
海
協
力

機
構
の
合
同
軍
事
演
習
に
両
国
が
参
加
し
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
両

国
が
国
連
平
和
維
持
活
動
以
外
で
初
の
軍
事
協
力
と
な
り
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
イ
ン
ド
と
の
対
抗
上
親
パ
キ
ス
タ
ン
政
権
が
存
在

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
一
九
七
九
年
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
後
は
反
武
装
勢
力
を
支
援
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
の
ア
ル
カ
イ
ー

ダ
の
米
国
内
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
対
し
て
は
、
米
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
侵
攻
に
協
力
し
ま
し
た
。
中
国
と
の
関
係
は
イ
ン
ド
と
の
関
係
か

ら
長
年
友
好
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
中
国
に
進
め
る
「
一
帯
一
路
」

構
想
の
結
節
点
と
し
て
、
中
国
と
の
国
境
か
南
西
部
の
グ
ワ
ダ
ル
に
つ

な
が
る
回
廊
建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
点
も
多

く
指
摘
さ
れ
る
こ
の
壮
大
な
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
が

今
後
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
か
は
慎
重
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
中
東
諸
国
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
は
、

イ
ス
ラ
ム
圏
唯
一
の
核
保
有
国
と
し
て
一
目
置
か
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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パキスタンの平和、安定、発展をめざして

日
本
の
関
係

次
に
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
先
史
時
代
か
ら
パ
キ

ス
タ
ン
地
域
と
日
本
と
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
海
上
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、

経
済
的
、
文
化
的
な
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
は
東
京

大
学
と
拓
殖
大
学
に
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
研
究
の
学
部
が
設
置
さ
れ
、
日
本

で
本
格
的
に
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
五
一
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
パ
キ
ス

タ
ン
は
南
ア
ジ
ア
か
ら
唯
一
出
席
し
、「
日
本
の
平
和
は
、
正
義
と
公
正

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
復
讐
や
反
発
の
気
持
ち
を
抱

い
て
は
い
け
な
い
。
将
来
、
日
本
は
世
界
で
社
会
的
、
政
治
的
な
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」
と
日
本
を
擁
護
し
ま
し

た
。
一
九
五
二
年
に
国
交
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
さ
ら
に
二
国
間
の
関
係

は
進
展
し
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
、
ア
ユ
ブ
・
イ
ブ
ハ
ル
大
統
領
が
来
日
し
、
翌
年
に
は

池
田
勇
人
首
相
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
日
パ

の
両
国
間
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｎ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
交
換
留
学
生
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
作
成
さ
れ
、
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
大
学
を
中
心
と
し
た
い
く

つ
か
の
大
学
で
言
語
と
技
術
を
学
ん
だ
パ
キ
ス
タ
ン
学
生
は
、
本
国
に

先
端
技
術
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｎ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
日
パ
の
確
固

と
し
た
経
済
的
な
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｎ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、

日
本
が
輸
出
品
の
支
払
い
を
延
長
す
る
こ
と
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
パ

キ
ス
タ
ン
は
日
本
製
品
を
優
先
的
に
買
い
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
、
良
質
の
製
品
を
安
く
買
い
入
れ
る
こ
と

を
可
能
に
し
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
当
時
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
日
本
製
の
工
業
製
品
の
品
質
を
南
ア
ジ
ア
、
中
東
に
広
め
る
良
い
足

が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
〇
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
＝
日
本
二
国
間
関
係
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

が
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
侵
攻
を
食
い
止
め
る
最
前
線
と
し
て

の
役
割
を
基
本
と
し
た
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
日
本
が

中
東
か
ら
石
油
を
買
い
入
れ
る
た
め
の
道
を
確
保
す
る
た
め
に
も
良
好

な
関
係
の
維
持
が
強
く
望
ま
れ
ま
し
た
。

一
九
八
八
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
以
来
、
両
国
関
係
は
一
時
冷

え
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
政
治
レ
ベ
ル
の
関
係
が
閉
ざ
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
善
朗
首
相
が
二
〇
〇
〇
年
八
月
に

パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
、
日
パ
両
国
の
関
係
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
も
パ
ル
ヴ
ェ
ー
ズ
・
ム
シ
ャ
ラ
フ
大
統
領
が
同
年

に
日
本
を
訪
問
し
、
翌
二
〇
〇
一
年
に
な
る
と
、
日
本
は
公
式
に
パ
キ

ス
タ
ン
に
対
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
最
前
線
で
の
活
躍
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
六
の
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
人
道
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

地
震
に
よ
り
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
両
国
で
七
万
人
を
超
え
る
死
者
が

で
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
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二
〇
〇
五
年
四
月
三
〇
日
か
ら
五
月
一
日
に
小
泉
純
一
郎
首
相
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
日
パ
共
同
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
日
パ
両
国
関
係
は
新
し
い
段
階
を
迎
え
、
強
く
た
く
ま
し
い
新
し
い
関

係
を
作
る
時
代
に
な
っ
た
。」
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
八
月
に

シ
ォ
ー
カ
ッ
ト
・
ア
ジ
ズ
首
相
が
日
本
へ
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
は
パ

キ
ス
タ
ン
が
二
〇
〇
七
年
に
民
主
国
家
に
戻
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
民

主
国
家
と
し
て
東
京
で
行
わ
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
支
援
国
会
議
へ
招
待
し

た
だ
け
で
な
く
、
一
〇
億
ド
ル
の
支
援
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
日
本

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
食
料
と
緊
急
支
援
の
援
助
を
す
る
こ
と
を
明
言

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
四
日
・
一
五
日

パ
キ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た
発
展
途
上
国
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
一
年
二
月
二
一
日
の
ア
シ
フ
・
ア
リ
・
ザ
ル
ダ
リ
大
統

領
の
訪
日
時
に
、
両
国
は
日
パ
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
共
同
声
明

を
結
び
ま
し
た
。
今
ま
で
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
経
済
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
日
本
と
の
経
済
関

係
の
拡
大
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
）
1
（

。

む
す
び

パ
キ
ス
タ
ン
の
国
家
元
首
は
ア
リ
フ
・
ア
ル
ビ
大
統
領
で
す
。
二
〇

一
八
年
総
選
挙
で
選
ば
れ
た
文
民
政
権
が
交
代
し
、
首
相
に
は
イ
ム
ラ

ン
・
カ
ー
ン
が
就
任
し
ま
し
た
。
民
主
主
義
は
安
定
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
マ
ク
ロ
経
済
も
人
口
は
二
億
人
を
突
破
し
、
中
間
所
得
層
が
五

〇
〇
〇
万
〜
七
〇
〇
〇
万
人
規
模
で
、
年
六
％
程
度
の
経
済
成
長
を
続

け
て
い
る
た
め
、
将
来
性
の
あ
る
国
と
認
識
さ
れ
、
海
外
、
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
投
資
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
自
動
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
の
新
車
販
売
が
好
調
で
す
。
し
か
し
教
育
に
は
問
題
点
が
多
々

あ
り
ま
す
。
初
等
教
育
の
普
及
率
は
五
〇
％
に
達
せ
ず
、
更
に
約
半
数

が
小
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
状
態
で
、
技
術
教
育
の
大
き
な
障
害
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
教
育
の
普
及
に
対
す

会場からの質問に答えるベイグ三等書記官
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パキスタンの平和、安定、発展をめざして

る
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
日
本
の
若
い
人
々
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
、
建

国
以
来
の
日
本
と
の
良
好
な
関
係
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答

ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

米
国
、
韓
国
、
中
国
な
ど
か
ら
留
学
生
を
含
む
約
百
名
の
参
加
者
か
ら
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
民
主
主
義
の
問
題
点
、
女
性
の
政
治
参
加
や
社
会
的
地

位
の
向
上
、
テ
ロ
と
の
戦
い
の
現
状
、
教
育
制
度
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
対
し
て
ザ
イ
デ
ィ
大
使
と
ベ
イ
グ
三
等
書
記
官
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
懇
切
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン

を
何
度
も
訪
問
し
、
同
国
事
情
に
詳
し
い
宮
内
孝
久
本
学
学
長
も
加
わ

り
、
内
容
の
濃
い
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
現
在
日
本
で
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
人
居
住
者
は
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し
、
埼
玉
県
、
愛

知
県
、
千
葉
県
に
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
イ
ン
ド
の

陰
に
隠
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
地
震
な
ど
パ
キ
ス

タ
ン
の
国
内
不
安
に
傾
き
が
ち
な
な
か
で
、
国
際
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
現
状
や
将
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
解

す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

注（1） 

外
務
省
に
よ
る
と
二
〇
一
六
年
の
対
日
貿
易
は
対
日
輸
出
が
一
・

七
一
億
ド
ル
で
、
主
要
品
目
は
織
物
用
糸
及
び
繊
維
製
品
、
衣

類
及
び
同
附
属
品
、
有
機
化
合
物
な
ど
で
す
。
ま
た
対
日
輸
入

は
一
九
・
六
一
億
ド
ル
で
主
要
品
目
は
、
輸
送
用
機
器（
自
動
車

な
ど
）、
一
般
機
械
、
鉄
鋼
で
す
。
日
本
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の

直
接
投
資
額
は
、
二
〇
一
五
年
／
二
〇
一
六
年
に
三
億
五
四
〇

〇
万
ド
ル
で
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
日
系
企
業
は
二
〇
一

七
年
に
は
八
二
社
、
在
留
邦
人
数
は
一
〇
七
一
人
で
す
。
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講演後、ザイディ臨時代理大使とベイグ三等書記官を囲んで


